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日本ジェネリック医薬品バイオシミラー学会

医薬品将来ビジョン

衣笠病院グループ
理事 武藤正樹
よこすか地域包括推進センター長



社会福祉法人日本医療伝道会 衣笠病院グループ

衣笠病院グループの概要

■神奈川県横須賀市（人口約39万人）に立地

■横須賀・三浦医療圏（4市1町）は人口約70万人

■衣笠病院許可病床198床 ＜稼働病床194床＞

■病院診療科 ＜〇は常勤医勤務＞

〇内科、神経科、小児科、〇外科、乳腺外科、

脳神経外科、形成外科、〇整形外科、〇皮膚科、

〇泌尿器科、婦人科、〇眼科、〇耳鼻咽喉科、

〇ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、〇放射線科、〇麻酔科、〇ホスピス、東洋医学

■病棟構成

DPC病棟（50床）、地域包括ケア病棟（91床）、回復期リハビリ病棟（33床）、ホスピス（緩和ケア病棟：20床）

【2021年9月時点】
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本館

東館

在宅医療センター

衣笠病院
教会

■併設施設 老健（衣笠ろうけん）、特養（衣笠ホーム）、在宅医療センター 、訪問看護ステーション
通所介護事業所など
■ グループ職員数750名
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第20回日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会
学術大会（2026年6月7日慈恵医大）
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パート１
日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会と

将来ビジョン

2026年6月6日
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日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会新方針について

日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会は、発足以来２３年の活動の中で
ジェネリック医薬品の健全な普及啓発の一助として一定の成果を上げてきたと
考えております。
しかしながら、使用率９０％時代を迎えるにあたり、当初のユーザーの普及啓発
以外の分野の課題解決が重要となっている現状を鑑み、２０２５年に以下の
組織改編プロジェクトを発足し、検討を重ねてまいりました。

プロジェクトメンバー：
西澤健司（プロジェクトリーダー：事務局長）
武藤 正樹、小山 信彌、川上 純一、外山 聡、池田 龍二、義若 博人
舟越 亮寛、山本 成男、田中 俊幸、細川 修平

プロジェクト会議日程：
第１回会合：２０２５年４月２３日
第２回会合：２０２５年６月１２日
第３回会合：２０２５年７月 ２日
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日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会新方針について
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地域フォーミュ
ラリ分科会
分科会長
武藤正樹

ニトロソアミン
問題



日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会

将来ビジョンの提言
①特許期間満了品
（長期収載品、ジェネリック医薬品）

②バイオシミラー
③OTC医薬品
④原薬

2040年を見据えた
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GDP対比21.5％
140兆円

GDP対比23.8～24％

190兆円

120兆円



558万人減 1192万人減

2025年から2040年
の15年間で東京都
の人口が消える
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「将来」ビジョン [全体像］

持続的な

成長シナジー

（社会保障制度の

さらなる充実）

バイオシミラー

OTC

医薬品

原薬

特許期間満了
医薬品

「新たな価値」の創造
～グローバルを視野に入れた「国内」フォーメーション～

医療アクセス
（経済合理性）

利便性
（時間・場所）

Japan Quality
多様性

経済安全保障
（サプライチェーン再構築
、各国の自給率向上）

国際貢献
（技術の横展開、経済成長支援）

サステナ
ビリティ

市場拡大
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技術力向上
（製剤・製造）

医療アクセス
（治療享受）



産業別の現状と将来予測（国内）
2025年現在

約12兆円

2030年
約12.5兆円

2035年
約12兆～15兆円

2040年
約11兆～14兆円

特許期間満了
医薬品

①長期収載品
②GE

①現在
・市場約1兆円
・約200万～400万人

(慢性疾患)

②現在「965億錠」
・約1.8兆円、85%
・約6000万～1億人

①激減
・市場約6千億
・約100万～200万人

②成長「1050億錠」
・約2兆円、90%、
・約7000万～1億人

①最小化
・市場約4千億
・約50万～100万人

②市場飽和
・2兆～2.2兆円、95%
・約7500万～1億人

①ごく少数(GEと合流)
・市場約2千億弱
・約20万～50万人

②成熟(以降、減少？)  
・2兆円強 95%
・約8000万～1.1億人

バイオシミラー 約1,100億円（23成分
承認、20成分発売）/
約0.2万人

約3,000〜4,000億円
（大型品特許切れ）/
約0.8万人

約6,000億円（PD-L1
特許切れ）
約1.2万人

1兆円規模（抗体医薬
の主力化）
約1.5万人

OTC OTC医薬品シェア率
6.9％(G7中最下位）

OTCシェア率向上 OTCシェア率向上 OTCシェア率向上
（G7中最上位）

原薬 ・原薬安定供給不安
の顕在化
・原薬安定確保に関
する諸施策の立案・
推進開始
・経済安全保障
維持法・重要物質（β
ラクタム抗菌剤原薬）
の国産化推進

・海外原薬メーカーの 
日本向けビジネス
円滑化
・原薬の安定供給
継続のための、日本 
薬局方改正並びに、
日局原薬検討体制
構築
・政府支援による重要
確保医薬品カテゴリA
の安定確保の実現

・政府支援による重要
確保医薬品カテゴリB 
原薬の安定確保の
 実現
・原薬複数ソース化の
進展

・経済安全保障にも
対応する原薬国内外
サプライチェーンの
構築（ＡＳＥＡＮへの
多元化、国内原薬
製造拡大）
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2028年のパテントクリフ
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産業別のKPI（海外展開含む）
2026年現在 2030年 2035年 2040年

特許期間満了
医薬品

長期収載品
GE

・GE＋BS数量シェアを  
全都道府県で80％
以上、GE＋BSの
 金額シェアを65％
以上（いずれも29年
度末までに）

・「全都道府県で数量 
シェア90%」
・本格海外展開(約70兆
円市場への挑戦)
・MES/LIMS導入率 
「90%」

・地域フォーミュラリ 
との共存
・他産業との協業化
実現
・MES/LIMS導入率
「100%」

・海外売上1兆円へ

バイオシミラー ・上記に加え、BSが
80%以上を占める
成分数が全体の
成分数の60%以上
 （29年度末までに）

左記数量達成、
達成後BSのみで数量
シェアを全都道府県で
80％以上、BSのみで
金額シェアを65％以上、
製剤の国内製造推進、
バイオ人材育成

左記数量シェア・金額
シェア達成、
達成後維持、
原薬の国内製造の
推進、
日本でのBS開発推進

左記数量シェア・金額
シェア達成後維持、
BSの海外輸出を展
開・推進

OTC ・OTCシェア率
 （全医薬品に占める
OTC医薬品の金額
シェア率）

・OTCシェア率6.9％
 G7最下位
・スイッチOTC150成分
 OTC医薬品DB確立
・セルフメデイケーション 
税制対象範囲をすべて
のOTCへ拡大

・OTCシェア率
 G7トップを目指す

原薬 ・国産原薬比約30％
・複数ソース比率40％

・国産原薬比率35％
・輸入原薬価格アップ率
・安定確保医薬品
カテゴリーA原材料
調達上の問題０％

・国産原薬比率40％
・安定確保医薬品
カテゴリーB原材料
 調達上の問題点０％

・国産原薬比率50％
・複数ソース比率60％
・ジェネリック医薬品
原材料調達上の問題
点０％ 18
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日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会が描く
将来ビジョン

～Japan Quality再構築・レジリエンス強化・グローバルヘルスへの挑戦～

2025年 2030年 2035年 2040年
特許期間満了

医薬品

バイオシミラー

OTC

産業構造の「見直し」
（再編の醸成期）

産業構造の「転換・進化」
（連携期）

産業の「成長」
（世界市場への拡大期）

産業の「創生」
（国内市場の足固め）

産業の「育成」
（国内製造基盤の構築）

産業の「拡大」
（国内外「製造・販売」体制）

OTCシェア率G7最下位
（シェア率6.9％）

OTCシェア率の拡大 OTCシェア率G7トップ

Japan Quality＆Global Standard
GMP/Japanクオリティー・カルチャー/持続的な安定供給/強靭なサプライチェーン/次世代事業育成/経済安全保障

国内産業力の「底上げ」
（生産体制の多元化）

産業力の「再構築」
（国際連携の構築期）

産業の「持続性」
（地球環境を考慮した
国内外での技術共創）

※サステナブル・イノベーション

原薬



2025年 2030年 2035年 2040年

Keyword
◼ 国内安定供給体制の

 再構築(大規模生産、
有事に備えた製造拠点)

◼ 企業指標から企業格付へ
◼ データの一元化（安全性・有

効性、品質情報、製剤特性）

成長エンジン
◼ 次世代人材の育成、組織の

ガバナンスの強化
◼ 企業連携によるシナジー効

果（ヒト・モノ・カネの生産性
向上・供給能力強化）

Keyword
◼ 製造管理、品質管理情報

のDX化
◼ 販売市場拡大（海外展開）
◼ 企業の稼ぐ力
◼ データ利活用（予防医療

等への活用）

成長エンジン
◼ 多様性のある人材の活躍
◼ 分野を超えた連携による

企業体力（ヒト・モノ・カネ）
の強化

Keyword
◼ 製造拠点本格拡大
（海外展開）

◼ グローバルヘルスへの貢
献（NCDs、貧困、パンデ
ミック、災害、戦争等）

成長エンジン
◼ 全世代型人材の育成
◼ 製造技術力

JapanQuality（ヒト、モノ）の
継承と拡大
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産業構造の「見直し」
（再編の醸成期）

産業構造の「転換・進化」
（連携期）

産業の「成長」
（世界市場への拡大期）

特許期間満了
医薬品

日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会が描く
将来ビジョン

～Japan Quality再構築・レジリエンス強化・グローバルヘルスへの挑戦～



2025年 2030年 2035年 2040年

OTC

Keyword
◼ 国内市場足固め構築（国

内製造力の強化、知財戦
略）

◼ バイオ人材の育成（培養、遺
伝子組み換え）

◼ 社会保障制度維持に貢献す
る新たなKeyドラッグ

成長エンジン
◼ バイオシミラーの研究開発力

と製造技術力の強化（産官学
の連携）

◼ 医師の理解促進
◼ 国民の理解促進

Keyword
◼ 市場拡大（海外展開）
◼ バイオ人材の誘致

成長エンジン
◼ 国家戦略としての製造拠

点拡大（国内企業支援、海
外企業誘致等）

◼ サステナビリティな技術開
発・強化・実行（環境対策
等）

Keyword
◼ グローバルヘルス（パンデ

ミック）
◼ 予防医療への展開

成長エンジン
◼ 外交政策の徹底（PR）
◼ JapanQuality（ヒト、モノ）

のブランド価値
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産業の「創生」
（国内市場の足固め）

産業の「育成」
（国内製造基盤の構築）

産業の「拡大」
（国内外「製造・販売」体制）

バイオシミラー

日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会が描く
将来ビジョン

～Japan Quality再構築・レジリエンス強化・グローバルヘルスへの挑戦～



2025年 2030年 2035年 2040年
OTC

Keyword
◼ OTCシェア率G7最下位
◼ セルフメディケーションの

促進

成長エンジン
◼ スイッチOTC化推進
◼ セルメ税制対象品目拡大
◼ OTCデータベース構築準

備
◼ セルフメデイケーションの

普及促進

Keyword
◼ シェア率の拡大
◼ セルフメディケーションの

浸透

成長エンジン
◼ スイッチOTC品目150品目
◼ OTCデータベースの確立
◼ 全てのOTCをセルメ税制

対象へ
◼ セルフメデイケーションの
浸透

Keyword
◼ OTCシェア率G7トップ
◼ セルフメディケーションの

拡大

成長エンジン
◼ OTCシェア率世界１
◼ セルフメデイケーションの

確立
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日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会が描く
将来ビジョン

～Japan Quality再構築・レジリエンス強化・グローバルヘルスへの挑戦～

OTCシェア率G7最下位
（シェア率6.9％）

OTCシェア率の拡大 OTCシェア率G7トップ



2025年 2030年 2035年 2040年
原薬

Keyword
◼ 必須化合物の特定、
原薬サプライチェーンの
ASEAN等への多元化

◼ 国内製造支援の拡大
◼ 人材の育成（有機合成、晶析、

Green Sustainable Chemistry

成長エンジン
◼ 政府による原薬の製造・調達・

備蓄を行う国内企業の選定と
委託

◼ 官民ファンド等を活用したリス
クマネーの供給

◼ または、「政府系企業（国営工
場？）」の新設等

Keyword
◼ 必須化合物の量産化
◼ 国家間の連携強化
◼ 連携国の拡大（ASEAN+中

国、韓国）、東アジア首脳
会議（EAS）、アジア太平
洋経済協力（APEC）等

◼ 新たな財源創出

成長エンジン
◼ 政府主導（民間） or 政府

主管（国営？）「工場（生み
出す資産）」の戦略的活用
（資産の効率的な運用）

Keyword
◼ 必須化合物の安定確保
◼ 国際環境協力
◼ 技術移転

成長エンジン
◼ JapanQuality（ヒト、モノ）

の国際的な発信（現地派
遣等）
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国内産業力の「底上げ」
（生産体制の多元化）

産業力の「再構築」
（国際連携の構築期）

産業の「持続性」
（地球環境を考慮した
国内外での技術共創）

※サステナブル・イノベーション

日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会が描く
将来ビジョン

～Japan Quality再構築・レジリエンス強化・グローバルヘルスへの挑戦～



パート２
OTC医薬品の将来ビジョン

24



OTC医薬品
将来ビジョン

OTC医薬品分科会 武藤正樹



2025年 2030年 2035年 2040年
OTC

Keyword
◼ OTCシェア率G7最下位
◼ セルフメディケーションの

促進

成長エンジン
◼ スイッチOTC化推進
◼ セルメ税制対象品目拡大
◼ OTCデータベース構築準

備
◼ セルフメデイケーションの

普及促進

Keyword
◼ シェア率の拡大
◼ セルフメディケーションの

浸透

成長エンジン
◼ スイッチOTC品目150品目
◼ OTCデータベースの確立
◼ 全てのOTCをセルメ税制

対象へ
◼ セルフメデイケーションの

浸透

Keyword
◼ OTCシェア率G7トップ
◼ セルフメディケーションの

拡大

成長エンジン
◼ OTCシェア率G７トップ
◼ セルフメデイケーションの

確立
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日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会が描く
OTC医薬品将来ビジョン

～Japan Quality再構築・レジリエンス強化・グローバルヘルスへの挑戦～

OTCシェア率G7最下位
（シェア率6.9％）

OTCシェア率の拡大 OTCシェア率G7トップ



日本ジェネリック医薬品・バイオシ
ミラー学会OTC医薬品分科会

• 分科会長 武藤正樹

• 分科会長代理 岩月進
• 分科会委員

• 村田正弘
• 小山信彌
• 佐々木忠徳
• 折井孝男
• 四方田千佳子
• 川上純一
• 西澤健司
• 中村克徳
• 義若博人
• 磯部総一朗
• 狭間研至
• 池本多賀正

• 事務局 細川修平

• 2023年11月設立

• 第18回日本ジェネリック医薬品バイ
オシミラー学会

• 2024年5月14日（名古屋）



OTC医薬品分科会のテーマ

• OTC医薬品の普及促進
• シェア率の拡大のためのロードマップの作成

•スイッチＯＴＣラグの解消

• OTCデータベースの構築

•スイッチOTCの生活習慣病薬への拡大

•保険者によるスイッチOTCの普及支援



OTC分科会の6つのビジョン

• ビジョン１：OTCシェア率2040年G7トップ

• ビジョン２：2030年にスイッチOTC150品目

• ビジョン３：2030年までにOTCデータベース

• ビジョン４：2030年までに生活習慣病OTC

• ビジョン５：すべてのOTCをセルメ税制の対象

• ビジョン６：セルフケア・セルフメデイケーション
の確立



ビジョン１ OTCシェア率
2040年G７トップを目指す



G7の中OTC
シェアの

ビリからトップ
への挑戦



ビジョン２ 2030年にスイッチ
OTC品目150を目指す



スイッチ・ラグ問題



スイッチOTC医薬品98成分
（2025年5月30日）

•  1 ．アシクロビル 2．アシタザノラスト 3．L-アスパラギン酸カルシウム 4．アゼラス
チン 5．アモロル フィン 6．アルミノプロフェン 7．アンブロキソール 8．イコサペン
ト酸エチル 9．イソコナゾール 10．イ ソチペンジル（歯痛・歯槽膿漏薬に限る。） 11．
イトプリド 12．イブプロフェン 13．イブプロフェンピコノー ル 14．インドメタシン
15．ウフェナマート 16．エキサラミド 17．エコナゾール 18．エバスチン 19．エ ピ
ナスチン 20．エプラジノン 21．エメダスチン 22．オキシコナゾール 23．オキシメタ
ゾリン 24．オキセサゼイン 25．カルボシステイン  26．クロトリマゾール（膣カンジ
ダ治療薬に限る。） 27．クロモグリク酸 28．ケトチフェン 29．ケトプロフェ ン 30．
ゲファルナート 31．シクロピロクスオラミン 32．ジクロフェナク 33．シメチジン 34．
ジメモルファ ン 35．スルコナゾール 36．精製ヒアルロン酸ナトリウム 37．セチリジ
ン 38．セトラキサート 39．ソイス テロール 40．ソファルコン 41．チオコナゾール
42．チキジウム 43．チメピジウム 44．テプレノン 45．テルビナフィン 46．トラニ
ラ スト 47．トリアムシノロンアセトニド 48．トリメブチン 49．トルシクラート 50．
トロキシピド 51．ナプ ロキセン 52．ニコチン 53．ニザチジン 54．ネチコナゾール
55．ピコスルファート 56．ビソキサチン酢酸 エステル 57．ビダラビン 58．ヒドロコ
ルチゾン酪酸エステル 59．ビホナゾール 60．ピレンゼピン 61．ピロキシカム 62．
ファモチジン 63．フェキソフェナジン 64．フェキソフェナジン塩酸塩・塩酸プソイド エ
フェドリン（花粉、ハウスダスト（室内塵）などによる鼻のアレルギー症状を緩和することを
目的とするものに 限る。） 65．フェルビナク 66．ブチルスコポラミン 67．フッ化ナ
トリウム（洗口液に限る。） 68．ブテナフィ ン 69．プラノプロフェン 70．フラボキ
サート 71．フルチカゾンプロピオン酸エステル 72．フルニソリド 73．フ ルルビプロ
フェン 74．プレドニゾロン吉草酸エステル 75．プロピベリン 76．ブロムヘキシン 77．
ベクロメ タゾンプロピオン酸エステル 78．ベタメタゾン吉草酸エステル 79．ヘプロニ
カート 80．ベポタスチン 81．ペミロラストカリウム 82．ポリエチレンスルホン酸 83．
ポリエンホスファチジルコリン 84．ポリカルボ フィルカルシウム 85．ミコナゾール
86．メキタジン 87．メコバラミン 88．メロキシカム 89．モメタゾン フランカルボン
酸エステル（点鼻剤に限る。） 90．ユビデカレノン 91．ヨウ素・ポリビニルアルコール
（目の殺 菌消毒薬に限る。） 92．ラニチジン 93．ラノコナゾール 94．ラベプラゾー
ル 95．ロキサチジン酢酸エステル  96．ロキソプロフェン 97．ロペラミド 98．ロラ
タジン 





2025年6月2日 2025年8月5日

2025年8月１日

PPI/
OTC
元年



約50成分



2030年までにスイッチOTC
成分数150以上を目指す



ビジョン３
OTCデータベースの完成

OTC医薬品と医療用医薬品の統合データベース
を2030年までに完成



一般用医薬品と
医療用医薬品の

重複投与
オーバードース



OTC医薬品情報フォーマット
（日本医薬品情報学会）



統合型電子お薬手帳

2030年までに統合型データベースの完成を！ 



ビジョン４ 生活習慣病のス
イッチOTCの導入





アトルバスタチンも
スイッチOTC化しては？

衣笠病院と横須賀薬局の間で
アトロバスタチン単剤、

90日3回リフィルの臨床研究を実施中



リフィル＋検査してはどうか？

ヘモグロビンＡ１Ｃとコレステロール値
がコバスで6分でわかる！ 超便利！

日本調剤麻布十番薬局（港区）



衣笠病院の門前の横須賀薬局
と90日リフィルの臨床研究

• スタチン単剤の患者さん
を対象

• 90日リフィル3回のうち2回を横
須賀薬局で、コバスを使った自己
採血によるコレステロール値をモ
ニター

• 栄養士による栄養指導

• トレーシングレポートで処方医に
フィードバック

• 患者待ち時間、自己負担の軽減等
の経済評価を行う

• 長期リフィルの安全性評価を行う

• 長期リフィルは医師と薬剤師によ
る共通プロトコールによる協働薬
物治療管理と同義



アトルバスタチン単剤
長期リフィル結果

20２４年から12名の患者エントリー、270日長期リフィル完
遂患者10名（うち4名は540日超）、

男性2名（平均年齢56歳）、女性8名（平均年齢68歳）、脱落1
名（男性）のみ途中LDL-C高値で受診勧奨

現在はアムロジピン単剤も実施中



長期リフィルで安全性を
確認して生活習慣病のス
イッチOTC化を2030年

までに目指そう！



ビジョン５ すべてのOTC
をセルメ税制対象品目へ

現状ではセルメ税制対象医薬品は
スイッチOTCふくめ150品目
この品目を2030年までに全OTC医薬
品に拡大する





ビジョン６ セルフケア・セルフ
メデイケーションの確立



OTC医薬品にスイッチする
OTC医薬品がニッポンの医療を救う！

• 日本ジェネリック医薬
品・バイオシミラー学会
OTC医薬品分科会編

• 武藤正樹、安中健、磯部総一郎、
森澤篤史、泉澤勝弘、川瀬一郎、
上田彩、印南一路、中山和弘、尾
崎治夫、岩月進、飯島裕也、大島
秀康、池本多賀正

• B5判176ページ

• 2000円＋税

• 薬事日報社

• 2025年10月発刊g



まとめと提言
・長期収載品市場は現状1兆円市場から
2040年は0.2兆円市場へ
・後発品市場は現状1.8兆円市場から
2040年は2兆円市場へ
・バイオシミラーは現状0.1兆円市場から
2040年は1兆円市場へ
・OTCは現状6.9％シェアから
2040年は17％市場へ
・原薬国内需給率30％から2040年は
50％へ



OTC医薬品にスイッチする
～OTC医薬品がニッポンの医療を救う！～

• 日本ジェネリック医薬
品・バイオシミラー学
会OTC医薬品分科会編

• 武藤正樹、安中健、磯部
総一郎、森澤篤史、泉澤
勝弘、川瀬一郎、上田彩、
印南一路、中山和弘、尾
崎治夫、岩月進、飯島裕
也、大島秀康、池本多賀
正

• B5判176ページ

• 2000円＋税

• 薬事日報社

• 2025年10月発刊



ご清聴ありがとうございました

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
muto@kinugasa.or.jp

日本医療伝道会衣笠病院グループで外来、老健、在宅クリニックを
担当しています。患者さんをご紹介ください

本日の講演はホームページ上で公開しています。
以下をクリックしてご覧ください

mailto:muto@kinugasa.or.jp


Dr武藤のミニ動画講座（118）

社会福祉法の一部改正

衣笠病院グループ
理事 武藤正樹
よこすか地域包括推進センター長



社会福祉法人日本医療伝道会 衣笠病院グループ

衣笠病院グループの概要

■神奈川県横須賀市（人口約39万人）に立地

■横須賀・三浦医療圏（4市1町）は人口約70万人

■衣笠病院許可病床198床 ＜稼働病床194床＞

■病院診療科 ＜〇は常勤医勤務＞

〇内科、神経科、小児科、〇外科、乳腺外科、

脳神経外科、形成外科、〇整形外科、〇皮膚科、

〇泌尿器科、婦人科、〇眼科、〇耳鼻咽喉科、

〇ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、〇放射線科、〇麻酔科、〇ホスピス、東洋医学

■病棟構成

DPC病棟（50床）、地域包括ケア病棟（91床）、回復期リハビリ病棟（33床）、ホスピス（緩和ケア病棟：20床）

【2021年9月時点】

58

本館

東館

在宅医療センター

衣笠病院
教会

■併設施設 老健（衣笠ろうけん）、特養（衣笠ホーム）、在宅医療センター 、訪問看護ステーション
通所介護事業所など
■ グループ職員数750名



葉山

横須賀

鎌倉

横浜
小田原

三浦

江の島

浦賀

富士山

箱根

港南台

衣笠病院グループ

衣笠ホーム

長瀬
ケアセンター

逗子

衣笠城址



目次

•パート１
•2040年へ向けた介護サービス

•パート２
•人口減少に応じたサービスの構築

•パート３
•社会福祉法等の一部改正



パート１
2040年に向けた

介護サービス提供体制



2040年に向けた
サービス提供体制等のあり方検討会

2024年1月9日



〇 （座長）



2025年











離島





構成員からの意見

・中山間地域等のサービス基盤確保に向け検討会委員の多
くが「介護報酬算定のための人員基準等の思い切った柔軟
化」が必要であると強く指摘

・大地震に見舞われた能登北部では、若者が戻らず急速に
高齢化が進行し「2040年の姿」となっている。人員基準など
を思い切って柔軟化する特例を設けており、その状況を見
ながら検討していくべき（池端幸彦構成員：医療法人池慶
会池端病院理事長）

・中山間地域では介護事業者の撤退が始まっており、目の前
の課題として捉えて、介護報酬や人員基準、さらには補助
金等の特例を設けて柔軟に対応しなければ立ち行かなくな
る（大山知子構成員：社会福祉法人蓬愛会理事長）



能登半島はすでに2040年

2025年1月能登半島地震





中山間地域、離島、
半島がまず2040年へ



パート２
人口減少に応じた
サービスの構築



社会保障審議会介護保険部会

2025年9月8日



























つまり







しだら





パート３
社会福祉法等の一部改正



社会福祉法等の一部改正法案
2026年6月29日













社会福祉法等の一部改正法
の施行は2027年4月



まとめと提言

・中山間・離島・半島はすでに2040年
・規制緩和による特定地域サービス、特定地域居宅
サービス等事業の新設
・人員規定緩和、介護報酬の包括化、市町村による
事業実施など
・介護事業者間の連携、合併による広域化、
社会福祉連携推進法人がカギ
・社会福祉法等の一部改正案が国会成立
2027年4月より施行



2025-2040
変わりゆく医療のアウトライン

• 2025年から2040年

へ向けての改革プラン

を概観する！
・地域医療構想、医療DX

・働き方改革、かかりつけ医

・医師偏在対策、少子化対策など

・ポスト2040年も予想

・医学通信社より、

2025年7月発刊

・2色刷240頁、2600円



ご清聴ありがとうございました

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
muto@kinugasa.or.jp

日本医療伝道会衣笠病院グループで外来、老健、在宅クリニックを
担当しています。患者さんをご紹介ください

本日の講演はホームページ上で公開しています。
以下をクリックしてご覧ください

mailto:muto@kinugasa.or.jp
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